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はじめに
筆者は、 これまでにBlobzangdpalldanbstan'dzinsnyangragsとBlobzangchoskyi
rgyalmtshanとConeGragspabshadsgrubによる動(北な〕athap極加aの注釈書について
（1）
の論考を発表してきた。本稿は、 これらのチベットにおける同論の注釈書の系譜に関する調
査の一部であり、パンチェン・ラマ六世であるThubbstanchoskyinyima(1883-1937)に
（2）
よる注釈書の和訳解説である。本論は、チベットで著された注釈書の中でも比較的新しいも
（3）
のであり 、 コンパクトなサイズの注釈書である。
Thubbstanchoskyinyimaについて
本論の著者であるThubbstanchoskyinyimaの主な事跡をまとめると、次のようにな
る：
1983年タクポのカシヤにおいてDamchosmtshomoを母に誕生
l988年パンチェンラマの転生と認められタシルンポ寺に
1903年ダライラマ13世の前で最後の誓約
1905年英印政府に招かれインド訪問
l911年清朝に招かれラサヘ
1923年ドメに移動
l925年北京に脱出
1937年ジェクンドの地で没する
彼の生涯における事跡については、仏教学者としてのものよりも、むしろパンチェン・ラマ
（4）
という立場での政治的活動の方が多い。彼がイギリス政府と関係をもつことにより、ダラ
イ・ラマ十三世との間の対立が始まる。さらには清朝のチベット侵略の際には、ダライ・ラマ
不在のラサに招かれ、清朝側に協力することで市民の反感を買った。 1913年にダライ・ラマが
ラサに戻ったが、清軍への協力のためにその後の弾圧などを恐れ彼は1923年に中国に向けて脱
出した。その後1932年にダライ・ラマに帰国を申し出、中国兵の護衛のもとで帰国しようとす
るものの、実現する前に亡くなってしまった。このように、ダライ・ラマとパンチェン・ラマ
IO Thubbstanchoskyinyimaによる勤勉わafhap』没“aの注釈書について
というゲルク派内部の二つの政治的地位がチベット侵略を試みる周辺諸国に利用されてしま
い、両者の関係が悪くなっていったことがわかる。
彼の著書としては、 240を数えることができるが、そのほとんどは勧請文や願文などの小品
（3）
である。また動助伽妨apIa(加aに説かれる教義に関連すると思われる文献としては、
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などがあるが、いずれも小片である。それぞれのテキストの内容を検討しなければ判断できな
いが、おそらく学者として仏教思想を解説した多くのテキストを著したというよりも、パンチ
ェン・ラマという立場で著したテキストがその著書の多くを占めていると考えられる。
’
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『菩提道灯鎗解説摂義解脱道行階梯』について
本注釈書は同論の注釈書としては比較的新しいものであり、先行する諸注釈書における解釈
を参照できる立場にある。その内容を検討すると、シノプシスや引用文献などは、 Blobzang
choskyirayalmtshanによる注釈書（以下、一世註）とほぼ同じであり、その他の注釈書と
（6）
同様に同論の影響を受けていたと思われる。ただしConeGragspabshadsgrubの注釈書
（7）
に見られるように、語句表現が全く同一というわけではない。
その注釈スタイルは、根本偶を引用してその解説をするという形で著されているが、偶をす
べて引用するというものではなく、その冒頭と末尾のみを引用したり、途中を「XXX」の省略
記号で記したりするものである。解説内容については、基本的な語句や教義の説明というより
も、 自らの言葉を饒舌に述べるような印象を与えるものである。場所によっては、文末の修辞
が明らかでない場所も少なくなく、理解しずらい場所が多くあり、推敲の上に著されたという
印象は得られない。また全体としては、前述のようにパンチェン・ラマー世註に従っており、
本テキストのオリジナリティはあまり見られない。本注釈書をあえて著すという意味は見い出
し難く、むしろ注釈者による講義録というような印象である。
注記
(l)拙稿「Blobzangdpalldanbstan'dzinsnyangragsによる恥"mafhapmfmaの注釈書について」
『身延山大学仏教学部紀要』 3,2002,pp.49-66,同「BlobzangchoSkyirgyalmtshanによる
ThubbStanchoskyinyimaによる比肋わa"ap""日の注釈書について11
aff"athapm"aの注釈書について」『身延山大学仏教学部紀要』4,2003,pp.35-98(=一世拙訳),
1d.,℃ntheCommentarytotheBoff"ﾌa"apj君"abyConeGragspabshadsgrub"『印度学仏教学
研究』53-2,2005,pp.(45)-(49),同「ConeGragspabshadsgrubによる動dh"afhapJ没姉aの注釈
書について」 （日本印度学仏教学会第55回学術大会配付資料）を参照。
(2)テキストとしては、TibetanBuddhistResourceCenterによりスキャンされたm"chenfhubbs""
choskWnJzimafg窓IJ"伽m(W35722909-2914)所収のPDFファイル(W3386)を用いた。同著作集
は、TBRCのデータによると、1990年代にタシルンポ寺で印刷されたものである。本論は全5巻のうち
の第3巻に収められているが、第1巻の伝記については政治的理由で彫られていなかったようである。
(3)現時点で著者の年代が確認できるものの中では、14論中で13番目である（前掲拙稿「Blobzangchos
kyirgyalmtshanによる比"maめapla"ﾌaの注釈書について｣)。ただし、未確認の注釈書ならびに
現代の学者のものを加えると、 この順番には変動が生じる。
(4)澗朝とチベットとの間のダライ・ラマ十三世との関係については、山口瑞鳳『チベット下(改訂
版)』 （東京大学出版会, 2004年)、平野聡『清帝国とチベット問題』（名古屋大学出版会, 2004年）にお
いて論じられているので、詳細については同書を参照していただきたい。
(5)Chizukonshimizu,DescJわ"ve"""ueof肋e雄』12日“〃血s""""Imc"bnofZYbefanWbzkS
Vblumel,Narita,1989,pp､271-385.
(6)dBalmangdKongmchogrgyalmtshan(1764-1853)の注釈との比較については、HelmutEimer;
Bodhma"apmf"a,Wiesbadenl978,pp.193-212を参照。
(7)両者の表現の一致については、拙稿「ConeGragspabshadsgrubによる勤勉わa"apJ没姉aの注
釈書について」の和訳部分において、下線で指摘しているので、そちらを参照していただきたい。
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『菩提道灯論解説摂義解脱道行階梯』シノプシス
[O］はじめに(3a5)
[1］著者の偉大さ(4a2)
[1.1］円満なる種に生まれた功徳を猫得した在り方(4a3)
【1.2］説法をなす在り方(5a3)
[2］法の偉大さ(5b3)
[2.1］タイトルの意味(6b2)
[2.2］翻訳者の敬礼(7al)
[2.3］テキストの意味の解説(7a3)
［2.3.1］供養を述べたもの(7a4)[BPP1-2]
［2.3.2]解説の誓願(7b3)[BPP3-4]
［2.3.3］テキストの意味自身の解説(8b2)
［2.3.3.1］三種の人の設定を簡略に示したもの(8b3)[BPP5-8]
［2.3.3.2]三種の人の道のそれぞれの特徴の解説(9a2)
［2.3.3.2.1］小の人の特徴(9a3)[BPP9-12]
［2.3.3.2.2］中の人の特徴(9b5)[BPP13-16]
［2.3.3.2.3］大の人の特徴(11a5)
［2.3.3.2.3.1］簡略に説いたもの(11a5)[BPP17-20]
［2.3.3.2.3.2］詳細に説いたもの(12b3)
［2.3.3.2.3.2.1］波羅蜜の道の詳細な解説(12b4)
［2.3.3.2.3.2.1.1]道の設定の解説(12b4)
［2.3.3.2.3.2.1.1.1］解説の誓願(12b5)[BPP2 -24]
［2.3.3.2.3.2.1.1.2］正しい道の解説(13a6)
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.1］願心の学処をもつこと(13bl)
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.1.1］前行(13b2)
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.1.1.1］資糊を集めること(13a2)IE[ .1.1.1］資糊を集めること(13a2)[BPP25-30]
[2.3.3.2.3.2.1.1.2.1.1.2]特別な帰依(14a6)[BPP31-36】
{2.3.3.2.3.2.1.1.2.1.1.3]三心の浄化(15a3)[BPP37-44]
[2.3.3.2.3.2.1.1.2.1.2］本行(16a6)[BPP45-46]
[2.3.3.2.3.2.1.1.2.1.3］結行(17a5)
[2.3.3.2.3.2.1.1.2.1.3.1］利益の記憶の学処(17a5)[BPP47-50]
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［2.3.3.2.3.2.1.1.2.1.3.2］菩提心の浄化の学処(17b3)[BPP51-70]
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.1.3.3］二資糧を集める学処(18b5)[BPP71-72]
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.1.3.4］衆生を知恵で捨てない学処(19a3)
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.1.3.5］四黒法の捨と四白法への依拠(19a4){BPP73-74]
[2.3.3.2.3.2.1.1.2.2］入心の学処をもつこと(19b4)
[2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.1］入の律儀を受けること(19b5)[BPP75-78]
[2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.2］入の律儀をどのように受けるのか(20a6)
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.2.1］受ける依所(20a6)[BPP79-86]
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.2.2］受ける対象(21a6)[BPP91-94]
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.2.3］受ける儀軌(21b4)
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.2.3.1］師がいる儀軌(21b5)[BPP87-90]
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.2.3.2]師がいない儀軌(22a6)[BPP95-128]
[2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3］学処をどのように学ぶか(24b4)
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.1］戒の学処(24b5)
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.1.1］主体(24b6)[BPP 29-132]
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.1.2］その偉大さ(25a4)[BPP133-136]
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.2］定の学処(25bl)
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.2.1］止を学ぶ必要性(25b2)[BPP137-1 6]
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.2.2］止自体を学ぶ在り方(26b3)
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.2.2.1］止の資糧への依拠(26b4)[BPP157-162]
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.2.2.2］止を修習する在り方(27a4)[BPP163-164]
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.2.2.3］修習の利益(27al)[BPP165-166]
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.3］智恵の学処(27a4)
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.3.1］学ぶ必要の理由(27a5)[BPP167-1 2]
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.3.2］学ぷこと自体の特徴(28bl)[BPP173-176]
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.3.3］対関係の道自身(28b5)
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.3.3.1］略説(28b6)IBPP177-180]
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.3.3.2｝詳説(29a3)
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.3.3.2.1］方便の認識(29a4)[BPP181-1841
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.3.3.2.2］修習の目的(29a6)[BPP185-188]
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.3.3.2.3］智恵の認識(29b3)[BPP189-192]
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[2.3.3.2.3.2.1.2］観を学ぶ在り方(30b6)
［2.3.3.2.3.2.1.2.1］詳説(30b6)
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［2.3.3.2.3.2.1.2.1.1］観の資綴(31al)
［2.3.3.2.3.2.1.2.1.1.1］論理による想から生じた智恵(31a2)
［2.3.3.2.3.2.1.2.1.1.1.1］有無生滅の証因(31a3)[BPP193- 96]
[2.3.3.2.3.2.1.2.1.1.1.2]金剛片の証因(31b6)[BPP197-200]
［2.3.3.2.3.2.1.2.1.1.1.3]離一多の証因(32a6)[BPP201-204]
［2.3.3.2.3.2.1.2.1.1.2]聖教による聞から生じた智恵(33a4)[BPP205-212]
［2.3.3.2.3.2.1.2.1.2］観の修習方法(34b4)[BPP21 -220]
［2.3.3.2.3.2.1.2.1.3］観の修習結果(35a5)
［2.3.3.2.3.2.1.2.1.3.1］主体の意味(35a6)[BPP221･224】
［2.3.3.2.3.2.1.2.1.3.2］聖教による論証(35b5)[BPP225-232]
［2.3.3.2.3.2.1.2.2］結び(36a6)[BPP233-236]
［2.3.3.2.3.2.1.2]結果の道の設定(36b3)[BPP237-240]
［2.3.3.2.3.2.2］マントラの道の経典のみの解説(37a4)
［2.3.3.2.3.2.2.1］灌頂の必要性(37a6)
［2.3.3.2.3.2.2.1.1］所依の人(37bl)[BPP241-248]
［2.3.3.2.3.2.2.1.2]彼を熟させる潅頂(37b6)[BPP249-254]
［2.3.3.2.3.2.2.1.3］灌頂の偉大さ(38a6)[BPP255-256]
［2.3.3.2.3.2.2.2]上の二つの潅頂の是非(38b3)[BPP257-2681
［2.3.3.2.3.2.2.3］タントラの解説の是非(39a6)[BPP269-272]
［2.3.4］いかなる原因により著したのか(39b6)[BPP273-276]
[2.4］結びの意味をまとめたもの(40b3)
［2.4.1］誰が著したのか(40b4)
［2.4.2】どのような翻訳者が訳したのか(40b5)
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『菩提道灯論解説摂義解脱道行階梯』和訳
『菩提道灯論解説摂義解脱道行階梯』と言うものがある。
無量の有情に愛着する悲心の地をもつ高丘により無数の大波のそれぞれの集まりを完全にす
る宝を生じる場所を擦ってから、無量の論争をもち意をもち楽を生む霞の頂上にある聖なる無
（1）
量の相好の吉祥なる威光が照らすムニの涼しい能力を与える方が主としておられる。
その尊者の深くて広大な教説の意味を解説するままに自力で偉大なすべての行の辺際に
行かれたマイトレーヤとマンジュシュリーに敬礼する。
とても量り難い般若波羅蜜の王母の隠れた意味の現観と甚深なる意味の精粋を混ぜずに
明らかに示す最高の太陽の乗り物の創始者たちに尊敬して帰命する。
深い見解と広大な行と実践の概説を集めた蔵を保持する十万の得道者の頂上を飾る一人
であるディーパンカラシュリーに心から敬礼する。
大量の経とマントラの学説の密意をよい部分をもつ所化の実践の精粋として一つにまと
めて、解脱の精舎に喜んで導く諸学説に頭で敬礼する。
二つの大きな乗り物から相続し、完全な道の四宝をもつ菩提を成就する道の次第の言葉
を明らかに開くよい解説の最高の灯火である。
最高の善妙なる意味を耳で相続した深い音と、音を聞くよい部分である耳の精粋の滋養
で、滋養で満たされた解脱に行く道で、最高で素晴らしい道の在り方がここに正しく解説
されるべきである。
誰であれ八法に縛られる楽に対する執着をすぐに捨てて勝者を喜ばす道を速やかに成就
することに励む知恵をもつ者たちは法器の三過失を捨てるためによく聞きなさい。
［0]そこでここに三時のすべての勝者の御心の精粋を集めた『般若波羅蜜多経』の宝の密意
の隠れた意味である現観の次第と甚深なる空性の次第の二つを教化すべき界・想・根にあては
まる三種の人の道の次第を整えて実践する在り方がある。勝者自身の善妙なる歌集から授記の
乗り物の偉大な宗祖で最高の聖者ナーガールジュナと最高の聖者アサンガから相続した深くて
広大な道理の概説を集めた三大河を混ぜた蔵を保持する五百名の頂点の宝である吉祥天の一人
であるディーパンカラまたは他の名前でマルメージェーペル・サンポがチベットに到着した最
初にガリの上部で弟子の頂点であるチベット王族を相続した天師のチャンチュップ・ウーによ
る勧請に依ってからすべての論書の精粋で、大菩提を行く道の究極の要点を完全に容易に理解
できる小さな在り方として選ばれた『菩提道灯論』がここに解説されるべき法である。総じて
法を解説する在り方にも、インドのパンディタたちが三清浄門から解説する在り方と、著者と
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法の偉大さと聞くべき解説をどのようになすのかという三つの在り方が先行する門から解説す
る在り方の二つのうちここでは後者のように解説するが、 この学説を著したのは、善妙なる偉
大な賢者のディーパンカラシュリーである。
［1］その偉大さを述べたものに二つ。最初に円満なる種を相続する生をお受けになられ、教
証の功徳をどのように獲得されたのかという在り方と、獲得してから説法をどのようになされ
たのかという在り方である。
［1.1］ 最初に、 ドムトゥンが「勝者の円満な誕生地はベンガル地方…」と説かれているよ
（2）
うに。インドの東方のベンガル地方で菩薩シャーンタラクシダが誕生なされた偉大な王族に
お身体を得て、童子の時も究極の円満なる世界に執着することを退けて、常に梵行の禁行だけ
を喜ぶことで、すべての有情に悲心と慈愛の心を熟練により連続して堅固にし柔和であり、甚
深なる善巧方便と智恵をもつ彼自身が青年になると共通な明の場所をもつことと共通ではない
大乗の三蔵などの経とマントラの法の究極の在り方を通達する偉大な知者となり聖教の功徳と
考察の功徳の道である三学処の実践を一方で励んでいた。そのうち戒の学処は、波羅提木叉と
菩薩と密乗の律儀をよく受けてから以後は、各自のテキストの部類から解説した僅かな戒の中
からも眼球のように親愛をもって座し、破戒による心の相続を決して身につけないことで、道
を行く時に極微の過失をなしたり堕落が生じてもその直後にその場に座してから修正と俄悔の
（3）
律儀などを努力し戒の浄化をもつことが『賞讃』に、
記憶と正智をそなえた者は如理ではないことを思わない。
と説かれており、定の学処は共通な止と共通ではない生起次第を説いたものをしっかりと受け
ることで、智恵の学処は共通な空性を考察する観と共通ではない第二次第の三寂幻の光の特別
な考察を得ることで成就の位を高く設定しており、それもまた『賞讃』に、
（4）
秘密乗の教義のようならば、生起の次第を説くことを確定する。
と言うのと、
あなたは空性とヨーガと無垢なる金剛心をそなえている。
と説かれているものによる。
［1.2］ 二番目に説法をなすことをどのようになすのかという在り方は、金剛座において外
道の説く三悪見を否定し、すべての宗派の主張につかまることなく頂上の飾りとして置いてか
ら、経とマントラの究極の学説が普及するように広め、聖者が授記し、昔の発心を誓願する時
に至ることで赤面のチベットの王族の天の師であるイェーシェー・ウーとチャンチュップ・ウ
ーの二人が大きな志気で一緒に歓迎したことが理由となってから雪境の谷に到着した。古代の
者たちのマントラの性交などのあらん限りの悪い見行を制圧して、カダム派の無垢の規則を新
たに展開して、経とマントラの対関係での行の門から勝者の説法の宝を大いに明らかにする在
り方はドムトゥンが、
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最高の賢者であるあなたの身体がチベットに来なければ、仏説が存在していても、甚深
なる意味を大多数が惑わされているので、正しく示されることをあなたに請願する。
と説かれているように、それらの正確な在り方は解脱などから知るべきである。
［2］ 二番目に法の偉大性は、そのようなその偉大な善友が最初にガリに来た時に、チャン
チュップ・ウーが究極の実践の意味を集めた教誠を心におくように請願することに依ってから
この『菩提道灯論』自身をお著しになり、 この論書は勝者の一切の教説の精粋である仏母般若
経の主要義である現観と甚深なる空性の意味が三種の人の道の次第を妨害して感受したものを
（5）
一屋に運ぶ喜びに火をつけ続ける一切の講説は何もないと理解し、すべての教説を伝授して
現れ、勝者の意図を容易に獲得し、大きな悪行を自ら阻止して行くことの四つの偉大さをもつ
論書である。さらにまた最初の偉大さをもっている。何故ならば勝者が説かれた究極の教説の
中には矛盾のようなものはなく相互の感受の特に勝れた要点が一人の人が証覚する条件として
説かれているから。第二のものをもつ。何故ならば三蔵のすべての教説の一切の意味がこのテ
キスト自身の中に説かれ、 さらにまた自ら相続した律の教えを完全に輝かせるものであるか
ら。第三のものをもつ。何故ならば三時のすべての勝者の御心の精粋である密乗の要点をまと
めて、述べられるべきものを完全に説くことで甚深なる意味を容易に理解させるからである。
第四のものをもつ。何故ならば本書自身の実践を正しい在り方の通りになす者は取捨を誤るこ
となく理解するので所知と煩悩のすべての分別により起こされる極限の不善業道を自ら阻止し
（6）
て行くからである。その理由のために偉大な尊首自身の『修証歌』に「一切の説法を矛盾な
く理解し」と説かれている。そのような四つの偉大性をもつこの論書が解説するものに四つ。
名称の意味を解説したものと、翻訳者の敬礼を解説したものと、テキストの意味自体と、結び
の摂義とである。
［2.1］最初に示すものに「インドの言葉で勤勉わa鋤昌pr涜吻a，チベットの言葉で助迦g
幽妨血、幻が零℃nmaと言う」とこれが出ている。所知である有法は、この論書に名称をそ
のように設定する理由があることである。断証の特別な功徳がある仏の知恵がここに説かれた
菩提であり、そこに行く十地と五道を明らかに理解することがここに説かれた道であり、それ
らの在り方の無理解と誤解の一切の闇を打ち破りよく解説する灯火なので、そのように説かれ
ているから。そのようにインドとチベットの言葉を対照して合わせる目的は、法の高尚な来源
と翻訳者たちがなした智恵を記憶し、等証覚者が法輪を廻して示す時にこの正しいサンスクリ
ット語で第一に示しているのでそこで習気を取ったりするためである。
［2.2］二番目に、翻訳者の敬礼は「菩薩…に敬礼する」と出ている。そのようになされたも
のに有法である目的がある。翻訳を完成し、 この論書が論蔵の中に属すると知るべきためであ
（7）
るから。そのように理解して、上の『語録』に「これは明らかに起きることを起こすもので
はないので頭部である」と説かれている。
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［2.3］三番目に、本書の意味を解説することに四つ。供養を述べたものと、解説を誓願する
ことと、テキストの主要部分の解説と、いかなる原因に依ってから始められたのかである。
［2.3.1］最初に、「三時における勝者…に敬礼する」 [BPP1-2]と説かれている。所知である
有法は、善妙なるシュリー・ディーパンカラがこの論書を著す最初に供養の言葉がなされた通
りの在り方で設定されている。十方において三時におられる所知と煩悩の魔との戦いにすべて
勝った一切の仏世尊と、彼によりよく説かれた聖教の集まりと彼が実施した成就の法と現前で
考察した法という三宝の聖法と、その在り方のままにすべてを実践する独覚・声聞と菩薩地に
住するそれらの僧たちを三宝の功徳と見る門から大いに尊敬して敬礼するからである。そのよ
うに賞讃礼拝なされた方に有法である目的がある。論書の著作を完成することと続いて入る者
たちにも「特別な意味と所作に入る最初にこの在り方の通りに入る必要がある」と伝授すべき
ためであるから。
［2.3.2］第二の解説を誓願することは「して、弟子が…ここに解説される」[BPP3-4]と説か
れている。そのように敬礼してから何れかの目的を成就する在り方が設定されている。 「し
て」という語で導いてから大乗の種姓として覚醒する器をもつ善妙なる弟子が、法王で菩薩の
世族の法眼で道を行くのである。尊者自身が雪境で説いたものは衰退しており、再び治すため
に特別な困難さを取り除き三つ歓喜により歓喜する門から歓迎する天の師であるチャンチュッ
（8）
プ・ウーが、説法の不純なものと似ていないものを早急に排除するために師がお心にお受け
になられた小さな論書の語に大乗の道の要点をすべて集めたよい解説を著すことを一度ではな
く何度も請願されるので、それらの望みを満たし、説法を広げる条件となる想により、経典な
どに追随してから「『菩提道灯論』をよく明らかにする」と説かれているから。そのように解
説を誓願なされることに有法である目的がある。著作を完成する努力を捨てず、著作理由を議
論するなどの知られるべきことのためであるから。さらにまたこの後半の偶ではこの論書自身
が目的である。 目的と述べられるべきものとの三つが主体として説かれており、関係する力を
説いている。そのようなこのテキストで尊者は続いて国母般若経の意図する意味を明らかにな
されている。弟子の力のあるドムトゥンによる宗派と三同門と偉大な尊首（ツォンカパ）自身
が大きな信仰を明らかに興隆して広げているので、現在まで菩提への道の次第に聞思修の三つ
の入が沈まずにあり、部分をもつ解脱を望む者たちがこの同じ道で生命を保ち、領受する正し
い在り方の通り行えば、仏位を速やかに得る最高の要点となるものである。
（9）
［2.3.3］三番目のテキストの主要部分を解説したものに二つ。三種の人の設定を簡略に説
いたものと、三種の人の道の特徴をそれぞれ解説したものとである。
［2.3.3.1］最初に示すものに、「小と中…」 [BPP5･8]と説かれている。説かれている在り方
は、 この在り方が設定されている。前に説明したその菩提を歩む道を、小と中と最高となる人
の三種と知るべきであり、それら三種の特徴を明確にする門からそれぞれの区別を混ぜること
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なく書くべきであるから。ここに説かれたその人も一切の人に入らずに後に将来の苦を見てか
（10）
らそれから脱する増上生と確実によい仏位を求めることをなすべきである。それも『青本』
に、
後の悪趣の恐怖から罪過を捨て、輪廻の過失を記憶し、解脱を求める者は四諦の在り方
の三学処に入る。劣乗を恐れる者は菩提心を浄化し、そのような人の行は他所には何もな
い。
と説かれている通りである。
［2.3.3.2］二番目に三種の人の道の特徴をそれぞれ解説したものに三つ。小の特徴を説いた
ものと、中の特徴を説いたものと、大の特徴を説いたものとである。
［2.3.3.2.1］最初は、「何れかの方便で…下と知るべきである」 IBPP9-12】と言うのにより
説かれている。有法である所知は、 ここに小の人の仮設が設定されている。この時の喜びのま
ま顕現するものに執着せず、後の悪趣の苦を恐れ、恐怖から増上生の位を求める者が、そのよ
うに変化する方法の業果に対する信解への信仰をもつ門から十不善を捨てる戒と、禅定の三昧
などの何れかの原因により自分の求める主体である有漏の輪廻の楽のみを求めるそのことが下
の人の理由であると正しく知るべきであるから。さらにまた最初のパーダにより行の殊勝が、
第二により進むべき結果の殊勝が、第三により起こす殊勝が、第四により根本の殊勝が説かれ
ている。それらの在り方も喜ばれない自説ではなく師に確実に頼って、 この対象の周りの無常
なる死と三悪趣の苦と不善の罪過と三つの最高への帰依と業果を欺かれることなく知ってから
十不善を捨てる戒を学ぶべきことなどの取捨を誤らずに行う必要があるので、それらの要点を
確実に師の説で知るべきであるその理由のために、善友が結合しない二つにより如理の通りに
依存する在り方が後から生じることがここに導いて領受するべきである。
［2.3.3.2.2］二番目に中の人の特徴を説いたものに、「存在の楽しみを…中と言われる」 [BPP
13-16]と説かれている。ここに説かれた中の人の設定である有法が設定されている。前に解説
した悪趣の苦だけに尽きない。有漏の上界の善趣の所依をもつ輪廻を転じ、梵天と自在天など
の天人の極端な吉祥と円満も核心ではないと苦の本質を見て、存在の極端な楽しみを後ろに向
け、執着をしばらく捨ててそのように苦により苦しめられた者たちも原因である煩悩により汚
された罪業を放逸して行うことから出ているので、三門の罪過である不善業から退く主体であ
る七別解脱の適切な禁戒に住し、求められるものは自分一人の輪廻から解脱している。何故な
らばすべての苦を寂滅する浬藥を得ることだけを求めるその人が、 「中」と言われる種姓であ
るから。ここでは、存在の楽しみの極端な円満を憎悪するので小の人より勝れていることにな
り、利他の想を求めることのない人は大より劣っているので「中」と言われる。それも第一パ
ーダにより想が、第二により行が、第三により結果が、第四により殊勝の根本をもつことが説
かれている。 この偶頌の説かれるべき最高のものは四諦を確定することであり、それも、
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「存在の楽しみ」により苦［諦］が、 「罪業」により集［諦］が、 「自分の寂静だけ」に
より滅諦が、 「退くこと」により道諦が説かれている。
とシャラワが述べられている。四聖諦は、解脱を求める者の修習の第一のものである。中の人
の道の主柱のように確かで、縁起の順逆の修習などもこの中に考えられる。その在り方を主に
見られてから偉大な尊者自身も『修証歌』に、
苦諦の過失…知ることが重要である。
と述べ、 『青本』にも、
輪廻は、家が火で燃えるようであり、地下牢で残虐行為がなされた人や、大海の中央の
渦巻の中に入ったり、荒野を坊裡うようなものと思われている。
と言うのと、
我々は輪廻を長い間いつも佑復っている。その根本原因は煩悩であり、その最大のもの
が無明である。その十二支を起こすことで常に輪廻の相続は中断するであろう。
と説かれているように。解脱を望む真実の知恵を生じ、浬梁を明らかにして、最初に輪廻の一
般的なものと個別的な苦を知ってから、それに耐えずに、それも原因である煩悩により起こさ
れていることを見ることで、苦の原因をもつものを捨てて大きな熱意で入るべきである。捨て
ることができると知ることで滅を明らかにできることを見て、それも『道灯論』に依って見て
から道の三学処などのそれらの在り方に対する精進を起こした彼は輪廻の根本を断じるべきで
ある。 『青本に』、
輪廻のこの大きな家には多くの門があり、どこから出ても反対に出る。
と滅諦が、
すべての方便の在り方により無明が退けられる。退ける原因は三学処である。
と言うことで道諦が［説かれている]。四諦の区別が次第をともなって説かれているように努
力して理解すべきである。
［2.3.3.2.3］三番目の大の人の特徴を説いたものに二つ。まとめて説いたものと詳細に解説
したものとである。
［2.3.3.2.3.1］最初に示すものを、
自らが相続している苦により他者の苦をすべて完全に尽くそうと望んでいるその人は最
高である。 [BPP17-20]
と説かれている。知られるべき有法が、 ここに説かれた大の人の設定としてある。小中の二つ
の道を知恵で浄化した、よい領受の人が自らの相続に属するそれを領受する輪廻と悪趣の強烈
な苦により苦しむことに耐えられない性質を知るように、以前の無数の生を輪廻するこの住所
で業と煩悩という他の効力をもつ種々なる身体を受ける時に「父母に成立しないものがこれら
である」と識別されるものは何もないので、成立しない恩恵をもつ有情が存在という海で魚を
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手に入れられずに街復い、三苦による相続を中断せずに求める在り方に耐えられない悲心によ
りすべて受けて、その他者の苦の原因である二障の習気をもつものを毎回退くことなく本当に
すべて尽くそうと望む利他を求め、その在り方は悟りを得ずになすことはできないことを見て
から、得られるべき菩提を求める菩提心という宝と王子の学処を学ぶ種姓にいるその人は、偉
大で最高で、大乗の道の器となるから。ここに実際に説かれたそれらの大の人は大悲と菩提心
を浄化することで根本が尽きており、大乗の成就方法を誤らずに入ることが目的である。その
ような大乗の成就も方便と智恵の二つとして集まり、それらの最高のものとなるのが特別な方
便である大乗の発心たるもので、大小乗の見解により設定されず、利他を成就させる発心の門
から設定されている。その理由により偉大な尊者自身の修証歌にも「発心という最高の道の
…」と説かれている。その発心も先行する大悲を修習することに依って見られる。吉祥なるチ
（11）
ヤンドラキールティも『入中論』を著わした最初において菩薩の三近因の中の大悲自身を最
初に心に新たに生じ、途中で六波羅蜜を受けた者は『集学論』に解説された捨を守ることを広
（12）
げることと『現観荘厳論』に解説された三十六鎧成就の二つの門から行を大きな能力で行
い、最後に完全な菩提が明らかになってから利他を中断せずに自然に成立する究極の根本が悲
心により起こされてから生じるので、悲心自身を対象から分離してから供養を述べることがな
され、論理に自在な師を量たる人と成立させる場合にも、道位における悲心の円満なる修習の
特徴も正しく述べられている。そのように大悲により普く起こされる門からその発心により計
算しつくしてから王子の行の集まりを大きな能力で行うことがここに説かれた大の人の道次
第である。
［2.3.3.2.3.2］二番目のそれらを詳細に解説したものに二つ。波羅蜜の道を詳細に解説したも
のと、秘密の道の経典のみを解説したものとである。
［2.3.3.2.3.2.1］最初に二つ。道の設定を解説したものと、結果の設定を解説したものであ
る。
［2.3.3.2.3.2.1.1］最初に二つ。解説を誓願することと道の正しさを解説するものとである。
［2.3.3.2.3.2.1.1.1］最初に、上に簡略に説いた際の「他の有情の辺際の苦をすべて除こうと
望む」と解説されるので大なる人がその在り方をどのように成就するのかと考えるならば、そ
のように苦から解脱して完全な菩提を得る目的により、そのように得た方法を自説でなく師の
概説に出ているものを示そうとしてから 「聖なる衆生…解説されるべきである」 IBPP21-24]
と説かれている。その在り方も、聖なる衆生や偉大な人で他者のために最高の菩提である仏位
を求める者たちに対して「自分の師である軌範師ボーディバドラとセルリンパなどの説かれた
三つの最高の概説に帰依と発心と方便と智恵の対関係の二資糧を完全にする正しい方便の集ま
りが解説されている」と言われる。これと上の簡略に説いた二つの教義による縁の時から解説
される発心の特徴が完全に示されるので般若経の意図の正しい解説になっている。 ここに偉大
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な尊者は「自分を謙遜するようになしてから自分達が後世の所化たちのために大小の功徳の集
まりのようなものを生じ、師に頼って見てから誠心からの信仰が生じることなどの如理に依存
するべきである」と薦められている。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2］二番目の道の設定を解説したものに二つ。願心の学処をともなうもの
と、入心の学処をともなうものを解説したものである。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.1］最初に三つ。前行と本行と結行の学処を学ぶ在り方である。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.1.1］最初に三つ。資縄を集めることと、特別な帰依をなすことと、三心
を浄化することである。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.1.1.1］最初に、「先に正しい方便が解説されるべきである」と言う解説さ
れるべき方便は何かと言えば、それには円満なる想と円満なる行とである。円満なる想は発心
であり、その発心は福徳の資糧を集めてから生じるべきことをまとめて説くために、 「完全な
る仏を…七種も」 【BPP25-30]と説かれている。そのような在り方もある。完全な仏の絵で
描いた身体などの身体の所依と、遺骨という心髄をともなう塔などの心の所依と、三蔵の経典
の意図する注釈をともなう経函の集まりという説かれた所依であり、聖なる清浄国土に明らか
に向いて見てから、供養すべき物である花と薫香などの財物と、 さらに自分で手に取れるもの
と、取れない湖と、池と、実をもつ木と、耕す必要のない収穫物でよい香りの天性の蓮華の茎
などと、 自分の智恵が及ぶもので何らかの価値のある器物で供養に値するものにより供養をす
べきであり、さらに『普賢行願讃』に出ている成就の供養である帰依などの七種の支分の事物
も与えるべき必要があり、まとめれば供養する実体も罪過と障害により取り除かれるものなど
ではなく原因である純粋な物を手に取り浄化する準備の法の時から解説されるようになす必要
（13）
がある。ポトワが、
供養は友人が心から早々に怒っても並べて用意すべきである。
と説かれている。この七種は大乗の能力とされている。劣乗ではこれと同等の三常念をなすべ
きと解説される。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.1.1.2］二番目に特殊な帰依をなすことは、「菩提座に…三度なすべきであ
る」 [BPP31-36}と言うことで説かれている。ここに説いたものには帰依をどのように把握
するのかという在り方がある。一般に共通な小中の時期に生きている間に解説することも、 こ
こで発心に先行する帰依が解説されるので、 この時から把握して、菩提座に至り四身を明らか
にしていない間は、退くことなく、他の縁により捨てられることを道理ではないと思う堅固な
心により、三宝の功徳を記憶の通りに強烈に信じることで身体の行為である両足の膝頭を地面
につけてから、あるいは孤起でいてもよく、両手の掌を合わせてから、対象である仏と法と大
乗の菩薩である不退転の僧の三つに対して誓願の時の最初の儀軌で帰依の言葉を三度述べ、三
（M）
度目に帰依の律義が続けて生じるように信解するべきであるから。それも『荘厳経論』に、
’
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身見と劣乗から救済するので帰依の最高である。
と説かれているように。劣乗の信解である自分の楽しみを求めることを望むことを悟りを得る
障害と見てからそれを捨てて、 自利が消滅する。一切衆生を苦の恐怖から救うために共通では
ない大乗の帰依の在り方の通りに設定するべきである。ここに帰依の設定を正確に知るべきな
ので、それらは大小『菩提道次第』などに見られ、正しい概説をともなって知るべきである。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.1.1.3］三番目の発心を知恵が浄化することは、発心の主体である儀軌の前
の知恵の浄化のその目的を示すために、 「それから一切衆生に対する…救おうと望むことであ
る」 [BPP37-44]と説かれている。それも最初のニパーダにより慈愛が、その後の三つによ
り悲心の対象が、その後の三つにより悲心の相が説かれており、 目的により心の浄化の在り方
も説かれている。説かれる在り方は、知られるべき有法であり、特別な帰依により数えた後に
どのように知恵で浄化するのかという目的の在り方がある。それから一切衆生を把握してか
ら、原因である過去の多くの生において無数の身体を受けた時に父母となった際の記憶により
どのように護るのかの在り方を考えて、心で喜び愛する門から楽しみを設定したり、それと結
合しようとする共通ではない知恵が必要であることが先行する門から対象である三悪趣におけ
る寒暑と飢渇と痴呆の強烈な多くの相がある者たちと、人に生まれ老死を認める者の上には確
定せず、認めない者の上には降りたりする苦が続けて生じ、欲天に死後に落ちる苦に依存する
ことなどを声で示される上界において禅定の楽味により麻庫させられて、法の知恵がなく、場
所を自由に得られないので三昧の限度が完成すれば身体の光などを感受し、有漏の微細な神通
により後にどこに生まれるのかを知ることで罪過の異熟した結果である悪趣などにおける苦の
領受を見て、心臓が破裂するように苦しむ有情たちを知恵の入により見たら、それらの衆生が
苦の苦と変化の苦と行の苦の三つにより常に苦の苦の在り方とその苦の原因や近因を生じる煩
悩自身を完全に知ってから、すべての苦から有情たちを救おうという悲心とそれにより導かれ
（15）
る完全な菩提を得ようとする知恵を浄化すべきであるから。経典に、
菩薩は多くの法を学ぶべきではない。一つの法を学ぶべきである。何をかと言えば、大
悲である。
と言われ、 また、
頭がある人には命がある。大悲にある者には等証覚がある。
と説かれており、菩薩の行の集まりとブッダの究極の仕事にこの法が導き、生じるので、悲心
の修習を熱心になすべきである。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.1.2］二番目の主体は、「退くことなく誓願し、菩提心を起こすべきであ
る」 [BPP45-46]と言うことで示されている。それにより先に解説した慈愛と悲心の対象で
ある相をよく起こしてから、無上菩提の心という宝を起こすべきである。在り方はどのような
のかと言えば、縁のようなものも退くことなく意による堅固な誓願の門からである。総じて願
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心が生じるだけで儀軌に依存しなくても儀軌がある。ここには誓願の心と後に学処を学ぶ在り
方を説くことで儀軌により把握される在り方が説かれている。儀軌自身を受ける詳細な在り方
（16）
は、 『菩提道次第論』とナルタンパの『最高の道の根本注』などに実践をともなうことが明
らかに解説されているのでそれらから知るべきである。ここに在り方は経典のみに述べられて
いるならば、最初に発心を受ける相手の師と三宝のうち準備された宝と七つの浄化が先行する
門から「前の通りの」などと三度請願をなす。特別な帰依をタントラと混ぜることで三度師に
続いて唱えるるべきである。軌範師による学処も宣言されている。さらにまた『普賢行』と
『入菩提行論』に出ている適当な七支がある。師に対して示すブッダ自身の想と一切衆生に対
する慈悲の想と自分に利他を一点で成立させる想の三つが設定される。 「十方において」など
と発心を把握する言葉を三度師に続いて唱え、機会を得る語義はタントラと確実に混ぜて熱心
になして把握すべきである。 この四誓願が声聞に関係するならば四果と合わせる在り方で、大
乗に関係するならば十地の仏地と合わせる在り方をシャラワが述べられており、一切智者のチ
《17）
ムは四諦と合わせた在り方を説かれている 。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.1.3］三番目の結びの学処をもつことの解説に五つ。
｛2.3.3.2.3.2.1.1.2.1.3.1］最初の利益を記憶する学処は「そのように願の…」[BPP47-50]
と言う。意味は、そのように発心の利益が生じることである。無量の経典に説かれたものから
ここにそのように菩提への願心が起こされた功徳の集まりが明らかになるままの在り方は、
『入法界品』に「善男子よ、菩提心は一切の仏法の種子のようである」などと二百以上の嚥例
の門から尊者マイトレーヤが善童子に解説した通りである。 『集学論』では十六の嶮例が説か
れており、シャラワがそれらをまとめて種子と国土と短刀と四宝を述べられていることを偉大
（18）
なトゥルンパが説かれている 。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.1.3.2］二番目の菩提心の行に関する学処は、「その経典を読謂し…発心す
べきである」 【BPP51-54]と言うことにより説かれている。説かれる在り方も、願心を儀軌
により把握するその菩薩が『入法界品』などの大乗経典と『菩薩地』などの論書を自分で読諦
し、師から聞いて、等証菩提への願心を起こす無限なる功徳を認識するべきであり、その功徳
をともなうその心が自らの相続に存在し、損なわれずに広がるので、その原因のように一度だ
けではなく何度も信解のためにさえも、昼に三度夜に三度起こすべきであると説かれている。
前に解説した詳細な儀軌を成立させていないのならば、尊者自身のテキストに出ている仏法僧
の一偶が述べられ、意味は記憶の通りに把握することによる儀軌である。では上に解説したそ
れらの功徳はいかなる経典に解説されているのかと言えば、一般に多くの大乗経典に解説さ
れ、それらの中からここに『施勇所問経』から三偶のみにまとめて述べたものが、 「『施勇所問
経』に」から 「そこに限りはない」 [BPP55-70]までに説かれている。意味は、そのように菩
提へのこの発心の福徳の主体のようなものをよく説いた『施勇所問経』に説かれたものから三
’
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偶だけにまとめてからここに書かれている。在り方はどのようなのかと言えば、常住と辺際を
把握する二つの喰例の門から解説され、そのように菩提心の利益や福徳となるものが物として
成立していなくても、そこでもし物になるのならば、世間の広大な時機が虚空界に満ち、充満
を折ってもその福徳はその虚空界を越えて、そこには余地はないであろう。そこで尽きること
のないガンガーの川の砂の数と同じ数の諸仏国土は天人の大宝により満たされる。世間主であ
る一切の仏に常時供えるので、何れかの人が宝や師の前で手を合わせ、無上菩提に心を傾け起
こすならば、成就したこの供養は特に勝れており、 「その福徳の限界はこれだけである」とは
述べられていない。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.1.3.3］三番目の二資糧を集める学処は、「菩提を願う心を起こしてから多
くの努力により広げるべきであり」 [BPP71-72]と言うことで示されている。意味は、菩提
へのそれらの願心を起こしてからは、その利他の成就のために宝に供養し、僧を敬い、貧者に
施しをなし、動物への食施などを努力をなす多くの相により二資糧が集められる。その心を普
（19）
く広げるべきであり、それらも『資糧論』に
「私はその長い福徳と智恵の集まりにより他者に何らかの利益をなすべきである」と菩
薩も思っている。
と説かれているように。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.1.4］四番目の衆生を智恵で捨てない学処と、
（20）
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.1.5］五番目の黒法を捨てて四白法に依存する学処の二つを示すために、
「これを他の生でも思い出すために、解説した通りの学処も正しく守り」 [BPP73-74]とい
うことで説かれた在り方が、 「これを他の生でも」という語により今生で発心を損なわない原
因を学ぶこととして説かれ、それもその発心が何により損なわれるのかと言えば、衆生を智恵
で捨てる想により発心を捨てることによる。この偶の「他の生でも」と言うことで実体として
の他生を説いてから、 目的を得ることも言葉で今生で衆生を捨てないことなどの学処を学ぶこ
とが説かれている。言葉の関係では、 ここに説かれた願心を儀軌により把握することについて
は前に解説した四学処の門から今生で損なわれない原因を努力することで十分なのかと言え
ば、十分ではない。その発心を菩提座に至るまで把握していることで、後の他の生においても
この心を忘れずに記憶しているために、 「『迦葉品』に解説されるような四学処の二項目を守
り、頼るべきである」と述べられるべきであるから。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2］二番目の入心の学処をもつことを解説したものに三つ。修行して入の
律儀を受けることを説いたものと、主体をどのように受けるかの在り方と、律儀を受けてから
学処をどのように学ぶかを説いたものである。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.1］最初に示すのに関して、「入心を本質とする律儀なしに」と言うのか
ら 「それ故にここで努力して確実に受けるべきである」 [BPP75-78]と言うまでで説かれて
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いる。意味は、前に解説したように菩提への発心も王子の行を努力しなければ悟りは得られ
ず、行を行う律儀に依存することで、願心を儀軌により把握した者は入の律儀を怠惰と畏怖な
しに確実に受けることを努力するべきである。入心の主体をもつ律儀を把握することなしに願
心は正しく広がらない。そのために結果の名称で原因として設定される等証菩提を把握する律
儀の名称をもつ願心を円満に広げようと望むことでこの入の律儀を大きな努力により確実に受
【21）
けるべきであるから。 『心髄摂集論』に、
意楽の想をもつことで入の心が起こされるので、前のその願心自身が広大に増幅するで
あろう。
と説かれているから。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.2］二番目の入の律儀をどのように受けるのかの在り方に三つ。受ける
所依と、受けられる対象と、受ける儀軌とである。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.2.1］最初に、「七部の別解脱…他者にはない」 [BPP79-82]と説かれて
いる。説かれる在り方は、ありのままに入の律儀を受けた者の所依たる人が七部の別解脱の何
れが適切なものかである。それと同じ性質の罪過を捨てる生きている限り受ける律儀は菩薩の
律儀に依存しており、他のものをもつ者たちには菩薩の律儀を受ける部分をもつ者たちとは異
なる相続で十不善業を制御してもおらず、了承した戒を滅することなどは所依として適してい
ない。そのように示す理由も菩薩の律儀は相続した何れかの種姓が他者に利益をなす目的で、
そこでは他を損なう根本を転じたものであるから。近住戒は罪過と欲望の両者から離れておら
ず、短時なので菩薩の律儀としては解説されず、別解脱の律儀により最初に生じる所依をな
し、死の時に彼自身は他を損なう根本をもつことから退き菩提座に至るまで菩薩の律儀を堅固
にする老人の嚥例と合わせてから偉大なヨーガ行者が説かれている。では上に解説したその七
部の別解脱に良悪が特にあるのかないのかと言うのならば、その答えを示すために「別解脱を
七部と如来が…お認めになられている」 [BPP83-86]と説かれている。その在り方は、如来
が所化の器として七部の別解脱が説かれたもののうち最高になるものは、勝者の説法に入るこ
とを完成する梵行の吉祥をもつ比丘の律儀とお認めになられているのでここでもその通りであ
《22）
る。それらも『月灯経』に、
比丘は最高のものをなすことで正しい最高の菩提に発心しなさい。
と言うのと、
仏説は宝で、灯が燃える器は大自在天で、袈裟を保持するシャーキャの子が比丘たちで
あるから。
［と説かれている｡］
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.2.21二番目の誰から受けるのかの相手を示すために、「律儀を…よい者
を知るべきである」 [BPP91-94]と説かれている。この偶は「『菩薩地』の」などの結びであ
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っても、 ここでの解説は喜ばしいので、上に受けてから師たちが説いたものにより解説され
る。意味は、では律儀を受ける相手はどのようなのかと言えば、受けるようなその師は律儀を
授ける儀軌に対する巧みさの円満な智恵と自分自身が何れかの菩薩律儀に住する円満な戒と他
の弟子たちに律儀を授けることに耐える円満な気概と他者への悲心を絶えずもつ円満な想であ
る。そのような四円満をもつ者が律儀を受けるよい相手であると知るべきで、如理を説くべき
である。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.2.3］三番目にどのように受けるのかの儀軌に二つ。師がいる儀軌と師が
いない儀軌とである。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.2.3.1］最初は、「『菩薩地』の…受けるべきである」 【BPP87-90]という
ことで説かれている。尊者は、三つの大きな乗り物の教誠がおありになるものからの入の律儀
のこの場合、アサンガとシャーンティデーヴァの二つの学派を第一に示すことをなされてお
り、それも師から受ける儀軌は『菩薩地』から、 師がいない儀軌は『集学論』からの解説に
従って解説されている。さらにまたここで「受ける」というのが解説の基本である。菩薩の入
の律儀の何れかである。相手はどのようなのかと言えば、上に解説した正しい円満な特徴をも
つ者をよい師と知るべきで、彼からである。儀軌はどのようなものによるのかと言えば、聖ア
サンガが著した『菩薩地』の論書の項の「戒品」に説かれている儀軌の通りである。ここでも
前行と本行と結行の三つのうち、請願などが七前行で、十方の仏子をともなう者の前で師に続
いて唱え学処を三度の間承認することが本行で、知を求める利益などが結行の五儀軌である。
（23）
これらを正確には尊者が著された律儀の儀軌と尊主が説かれた「戒品」の解説などから知る
べきである。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.2.3.2］二番目の師がいない儀軌は「それを努力することで…解説される
べきである」 [BPP95-98]と言うことで説かれている。説かれる在り方は、そのように特徴
をもつその師に似た者を努力して求めても、環境によりもし得られない場合にどのようになす
のかと言うのならば、前に解説したそれとは異なる師なしに自分で入の律儀をどのように受け
るのかが聖教に説かれている通りにここでも「解説されるべきである」と説かれている。では
そのような儀軌はいかなる聖典から解説されるのかと言えば、 この答えを示すために「そして
過去世で」から「ここに明らかにする」 [BPP99-104]までに説かれている。そのような心を
述べることを把握する在り方は、過去の無量劫の時にマンジュシュリーは転輪王アンバラージ
ャであり、 「虚牢干」に変化することで雷鳴音王如来の前で中断と放出を記すことなどをなさ
ずにどのように無上菩提に発心するのかという在り方が『文殊仏国土荘厳経』や『荘厳飾経』
に解説されているように真実の通りにここで明らかに書かれている。そのように儀軌の目的を
区別して解説することを誓願してから、経典に解説される発心と律儀を受ける在り方自体を示
すことを、 「守護者」から「不善業をなすべきではない」 [BPP105-128lまでで説いている。
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どのようになすのかの在り方は、所依などの前で七つの清浄な供養を正しく供養し、 自らの相
続を理解して、自らの楽を求めるなどの知恵を完全に捨て、衆生が苦に苦しんでいるのに耐え
られない強い悲心の相続を浄化することを先になしてから、請願に先行して『文殊仏国土荘厳
経』に解説されている「聖マンジュシュリーが過去世に無上菩提に発心なされたように私も発
心すべきである」と三度述べ、守るべきである。その在り方も『集学論』では師がいる場合と
いない場合の両者を合わせているが、 ここでは存在しない在り方として解説されている。さら
にまたこれらの偶頌により説かれる在り方は、知られるべき有法である前に解説したばかりの
発心と律儀を受ける在り方として解説されており、守識者である諸仏の前で無上等証菩提に発
心する。誰のためになすべきかと言えば、虚空の限界にまで至る有情たちすべてに利益をな
し、彼らのためである。目的のようなものを成就しなければならない場合に、それらの輪廻と
悪趣の苦と所知と煩悩の障害の集まりから解放されていない者を解放し、解脱していない者を
救い、息に至らない者に息を与え、浬梁していない者たちを浬藥させるためである。それによ
り発心の本行が説かれ、結行の誓願はそのように発心してからどのような在り方で誓願をなす
のかと言えば、迫害の心の九の原因の何れかに依ってから、憤怒による殺生などの害心と自利
だけで染められて他者を続けて錯乱する怒りの心と妙欲で事物に執着する布施ができない貧欲
と他者の円満に耐えられない嫉妬のそれら四つを律儀を受けたその時から把握して最高の菩提
を得ていない限りはなすべきではない。さらにまた「梵行を行うべきで、罪業という非梵行と
その原因である食欲を捨てるべきである。そのような戒の律儀を喜んで仏の正しい行に従って
学ぶべきである」と律儀戒を誓願することである。衆生利益の誓願は、 自分が速やかな在り方
で利他が円満でなければ、仏の菩提を得ることを広げず、所化である一人の衆生のためだけで
もなす原因であるので、後の限界である輪廻が存在する限りは住するようなものである。摂善
法の誓願は、無量で不可思議な功徳をもつ仏国土を浄化すべきで、衆生たちが自分の名前を把
握して、見て聞いて記憶して触ることでも彼らに利益をなそうとすることで十方の国土に名前
が知られ、聞かれ、把握されることで衆生世間も浄化すべきでことある。そのように器世間を
浄化し、初学者が律儀戒をしっかりと学び、親愛をなすことを大切に繰り返して示すことは、
自分の行境と口業をすべての相における過犯から浄化すべきであり、意業も過犯から浄化すべ
きである。まとめれば三門の不善業を菩提を得ずに決してなすべきではない。そのように師が
いなくても所依などの前で帰依処を把握して、それらの儀軌を述べ、 目的を思う門から入の律
儀を受けなさい。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3］三番目の律儀を受けてから学処を学ぶ在り方を説いたものに三つ。
戒と三昧と智恵の学処を学ぶ在り方である。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.1］最初に二つ。主体とその偉大さを示す。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.1.1］最初に、上の三門を垢から浄化することが本質として説かれてお
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り、浄化する原因は何かと言えば、その答えを示すために「自分の身体」から「尊敬が大きく
なる」 [BPP129-132]までに説かれている。説かれる在り方は、入心の律儀にいるその菩薩
も自分の身口意を過犯から浄化する原因の集まりである三学の戒を正しい在り方に従って学ぶ
ことでその在り方を修習する力の後から、前に解説したそれら三学処に対する「尊敬が大きく
なるだろう」と言う。三戒を学ぶことで最初に相続が垢から浄化され、二番目に堅固にされ、
三番目にさらに広げられるのである。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.1.2］二番目の偉大さは、「それ故に清浄である」から「完全になる」
{BPP133-1361までで説かれている。説かれる在り方は、そのような在り方なので、捨てら
れるべきものを浄化し、対治の集まりを完全な菩提である利他を得ることを把握する菩薩たち
（24）
が三門の罪悪を制御する最高のものとなる三律儀で浄化することを努力すれば、等証菩提の
原因である二資糧が速やかに完全になるであろうと言われている。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.2］二番目に三昧の学処を学ぶ在り方に二つ。神通の原因のために止を
学ぶ目的と、止自体をどのように学ぶのかの在り方である。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.2.1］最初は、「福徳と智恵」から「完成させるであろうが、怠惰では
なされない」 IBPP137-152]までに説かれている。どのように解説するのかの在り方は、上
に「二資糊が完成するであろう」という解説による二資糧を集めるよい方法は何かと言えば、
福徳と知恵の自性のそれらの資縄を完成する特別な原因は一切の仏が神通を起こすことに依存
しているとお認めになられている。それらも例えば翼が不完全な鳥は空を飛ぶことができない
ように、神通力を離れた菩薩は所化の衆生たちの界を思う能力に従って利益をなすことはでき
ず、それに尽きない神通をもつ人が昼夜の一分に集めた福徳となるものを神通を離れた者たち
は百の生においても集めることはできない。その理由により速やかな時間で完全なる菩提を得
る原因の二資糊を完成しようとする者は、その原因である資糧を成就するための努力を起こし
たならば神通は成立するであろうが、怠惰で行き、そのように思わない者たちは神通を成就す
ることはない。ではそこで「努力により神通を」と解説することでいかなる在り方に神通が成
立するのかと言えば、答えを示すために、 「止が成立すること」から「努力するべきである」
IBPP153･156]までにより説かれている。さらにまた定の修習の力により得る身体を思い、
修行した楽により尽きた止を成就しない者たちには修習の力から生じる利他を成立できる特別
な神通は生じず、その理由のために神通を成立させる方法が止を成就させるので、 『荘厳経
論』に解説される九住心と『中辺論』に解説される五過失を捨てる八行を堅固にすることを何
（25）
度も努力するべきである。軌範師シューラが、
連続するヨーガにより禅定を成就させようと努力するべきである。何度も休息したら摩
擦により火に至らないであろう。ヨーガの在り方もそのように殊勝を得ずに放棄すべきで
はない。
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と説かれているから。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.2.2］二番目の止の学処の在り方自体に三つ。止の資綱に依存すること
と、止をどのように修習すべきかの在り方と、修習の利益とである。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.2.2.1］最初に「止の支分を損なっている者は」から「説かれた支分に
よく住するべきである」 [BPP157-162]までに説かれている。その在り方は、上に精進に依
存することを解説したそれだけで成立するとは思えないのかと言えば、それだけでは十分では
ない｡止の支分の原因を集めたものが損なわれるので､強烈な努力でギ年にわたり大いなる精
進で修習しても止の堅固な三昧を成就しないであろうから。その理由のために偉大な軌範師ボ
ーディバドラが『三昧資綴論』を説かれており、 さらにまた経典と『三昧資糧論』と『声聞
地』に解説される支分の十三のあつまりなどを努力するそのことはよく住するのにとても重要
なので、我々は止の支分をどのように受けるべきかを偉大な尊主自身がそれらの経典と論書の
意図する意味を詳細に説かれているそれらを考察するべきである。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.2.2.2］二番目に、止をどのように修習するかの在り方は、「何れかの
適当な一つの対象に意をよく設定すべきである」 [BPP163-164]ということで説かれてい
る。前に解説したように、止の支分の資糧にあるそれにより満たされる対象と考察の浄化と煩
悩の浄化と賢者の四つの対象から何れか適当なもの一つを修習する意が善である。他所に動か
さずに一点に設定するべきである。この在り方は、師である尊主が『菩提道次第論』に詳細に
説かれているので道に入ろうとする者たちはそれらに依って知るべきである。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.2.2.3］三番目の修習の利益は、「ヨーガ行者が止を完成していれば、
神通も完成するであろう」 [BPP165-166]と言うことで説かれている。そのように三昧を理
趣の通り修習したヨーガ行者で止を完成した者は、神通もその三昧の力により成立するであろ
う。自他の利益を成就させれば力も大きくなるであろう。シャラワが「神通に尽きることのな
い無分別知も生じるので」と説かれている。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.3]三番目の智恵の学処を学ぶ在り方に三つ。学ぶべき理由と、方便と
智恵の対関係が重要なので学ぶべきであると説いたものと、対関係の道自身を解説したものと
である。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.3.1］最初は「完全なる智恵の行を」から「常に方便をともなって修習
すべきである」 [BPP167-172]までにより説かれている。その在り方は、では前に解説した
禅定とそれにより起こされた神通で十分なのかと言えば、それでは十分ではない。世間の禅定
だけで欲望の現前する煩悩を滅し粗雑な相をもつものを捨てても、真実を理解する智恵の完成
の行を離れているので二障を本質的に捨てても尽きることがないので、貧欲などの煩悩と二顕
現という迷乱の習気という所知の障害を残らずに捨てるために、道理を理解する智恵の完成の
（26）
ヨーガを常時施などの方便をもつことで修習すべきである。 『入菩提行論』に、
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煩悩と所知障の闇の対治が空性である。すぐに一切智を求める者が何故修習しないの
か。
と説かれているから。ここで真実の智恵のヨーガを修習し、空性を直接知覚して理解すること
が声聞と独覚にあっても、それだけでは十分ではなく完全な菩提を得ることを確実にする特別
な方便である悲心と菩提心などに尽きる施などの六波羅蜜をともなって行じるべきであると説
かれている。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.3.2］二番目の方便と知恵の対関係を学ばなければならない理由は、前
に「方便をもって修習すべきである」と述べた理由は何かと言えば、その答えを示すために
「方便を離れた[BPP173]」から「それ故にどちらも捨てるべきではない[BPP176]」までを
説いている。意味は、布施などの方便を離れた知恵と甚深なる知恵の意味の理解を離れた方便
のどちらも二障を捨てることはできず、究極の解脱道を得ないので、 「縛られている」と説く
ことで、知恵のある者は両者を捨てるべきではないと理解し、結び付けて領受する必要があ
（27）
る。それも世尊が『維摩経』に、
方便を離れた知恵は縛られている。知恵を離れた方便は縛られている。
とお説きになられている。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.3.3］三番目の対関係の道性を説いたものに二つ。簡略に説いたものと
詳細に説いたものとである。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.3.3.1］最初に、方便と知恵の対関係を修習すべきならば、そのそれぞ
れの本質は何かといえば、その答えを示すために「知恵とは何か」から「区別を明らかにすべ
きである」 [BPP177-180]までを説いている。それも「明らかに解説される」と言うことで
解説の根本が導かれる。いかなる意味かは、諸方便と智恵の特徴が対関係であり、混ぜられる
ままに顕われるそれをそれぞれ区別して開き、特に混ぜられないものが真実においてである。
目的は何かと言えば、 「知恵とは何か。方便とは何か」を理解せずに誤解する疑惑を捨てるた
めである。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.3.3.2］二番目に詳細に解説したものに三つ。方便の認識と、その修習
の目的と、知恵の認識である。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.3.3.2.1］最初に、「智恵の完成を除いた」から「方便と解説している」
[BPP181-1841までにより説かれている。六波羅蜜から智恵の完成を除外して分けてから他
に発心につきる布施の完成などの残りの五つの完成により示される一切の善法を三時の勝者た
ちは方便と解説しているから。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.3.3.2.2］二番目にそれを修習する目的を解説したものが、「方便を修習
することにより」から 「－つだけの修習ではできない」 [BPP185-188]までに説かれてい
る。それも無常と業の因果から始まり、施などの方便の部分を修習することを堅固にすること
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により菩薩が自分で法と人の何れか適当なものを把握して、特徴を把握し分別を断じ、智恵を
修習する者は無上菩提を速やかに得るが、他に方便を特に排除してから無我の一面だけの修習
ではそのようにはならない。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.3.3.2.3］三番目のその智恵を認識することが、「漣・界・処」から 「正
しく説明されている」 [BPP189-192]までにより説かれている。説かれる在り方は、第一パ
ーダにより対象が、第二パーダにより相が、最後のニパーダにより智恵が認識される。さらに
また五穂と十八界と十二処のそれら三十五法が対象である。相は、それらの自性の不生を理解
し、知るべきことである。輪廻を坊裡う原因の最大のものはこれら我執の知恵であり、真実に
執着する在り方からも自性による生を把握するこのこと自体を把握することは他の所依なので
それを退けるべきである。その対治は、 自性の生は存在しないと理解することであるから。そ
の理由のために生は存在しないと理解することにより一切法が自性により成立することが空で
あると知ることが、方便と智恵の両者から「智恵」と正しく解説され、 ここに説かれた智恵の
学処の最高のものもそれである。そのようにその方便と知恵の二つの状況を知ることはとても
重要である。正理に自在な者が示す認識根拠となる人を論証する際に「成就する心を修習して
から」と方便の方向と、 「この対象を批判しないでそれを捨てることはできない」と智恵を修
（28）
習すべきであると説いている。マイトレーヤ尊者が『現観荘厳論』に、
智恵により存在にとどまらず、悲心により止にとどまらず、
と存在と止の両極にとどまらない特殊な方便と智恵の二つによりなすことを説いている。さら
にまた方便と智恵の区別を知らない者は二諦の状況を知らず、彼らは誤った分別の道に入って
129）
いる。吉祥なるチャンドラキールティも［『入中論』に]、
世俗諦は方便となり、勝義諦は方便を生じるものである。その二つの区別を知らない者
は、誤った分別の道に入る。
と説かれている。それに尽きない方便の支分を解説したものも所知と煩悩の障害の集まりを本
質的に捨てる時、智恵の助伴として把握してから空性を考察するその知恵により事物の対治を
（30）
なすべきである。 『入菩提行論』に、
これらの支分すべてはムニが智恵の意味で説かれている。
と説かれているから。そのように説かれた方便と智恵の両者の対関係をどのように理解するの
（31）
か考えるならば、偉大なトゥルンパが、
方便と智恵のその二つも、歩みのように最初にそれぞれ設定し、鳥の翼のように依存し
てから対関係に入るそれを修習すれば成仏する。
と解説されているように学ぶのである。
［2.3.3.2.3.2.1.2］二番目の観をどのように学ぶかの在り方に二つ。詳細に解説したものと結
びをまとめたものとである。
’
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［2.3.3.2.3.2.1.2.1］最初に三つ。観の資糧を説いたものと、観の修習の在り方と、修習の結
果を説いたものである。
［2.3.3.2.3.2.1.2.1.1］最初に二つ。論理に依り思を生じる智恵と、聖教に依り聞を生じる智
恵である。
［2.3.3.2.3.2.1.2.2.1.1.1］最初に三つ。結果を考察する有無生滅の証因と、原因を考察する金
剛片の証因と、 自性を考察する離一多の証因である。
［2.3.3.2.3.2.1.2.2.1.1.1.1］最初に示すために、「存在しているものが生じることは正しくな
い」から「どちらも生じることはない」 [BPP193-196]までに説かれている。説かれる在り
（32）
方は、上に自性による生滅を理解する知恵が智恵と説かれており、唯心論者が「それは成立
しない。何故ならば事物が自性により消滅することは直接知覚として成立するから」と言うこ
とに対して、芽が自性により生じるならば、原因の時に存在するとか、存在しないとか、両者
からとか、 どちらでもないものが自性により生じる必要があると言うように考える場合に、最
初の通りならば、有法である芽は原因の時に存在することは理ではない。存在するものはすで
に成立しており再び生じる必要はないから。そのように生が無限遡及になってしまう。二番目
の通りならば、原因の時に存在しなくても自性による生は理ではない。 「百千万の原因でも事
物が有に変わることはない」と説かれているように、原因の効力がどれほど大きくても、 自性
により成立する芽を起こすことはできないから。例えば虚空の花のように。三番目の通りでも
成立しない。前に解説した二つの過失になってしまうから。第四の通りでも成立しない。原因
（33）
の時に有無のどちらでもない事物は基体が成立しないから。この論理は『入中論』に、
存在しているならば生じる必要はなく、それにより何がなされようか。二たるものによ
り何がなされようか。二を離れてもそれにより何がなされようか。
と言うことにより説かれている。さらにまた『入梼伽経』と『空性七十論』などの究極の経論
に説かれている。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.3.2.1.1.1.2］二番目に原因を考察した金剛片の証因は「事物は自らよ
り生じないし」と言うのから「本質としての自性はない」 [BPP197-200]までで説かれてい
る。意味は、 「事物」により有法が、残りにより証因が説かれており、それも自らより生じな
い。そのように生が無意味であり、無限遡及になるから。 自性により成立する他から生じな
い。性質自身が異なるならば、利益をなされるものが利益をなすものから離れるので無関係に
なってしまう。何故ならばそのようにすべてのものからもすべてのものが生じることになるか
ら。両者から生じない。上の論理により損なわれるから。無因から生じない。結果である収種
が生じるから。世間の者たちが行為などを努力することが無意味になってしまうから。そのよ
うな四辺からの生は成立しないので、実体の自性の成立することはない。 これらの論理の前主
（34）
張の誤謬を指摘する在り方などの詳細は『入［中論]』の第六発心に解説されているので考
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察を望む者たちはそのテキストを聞思することで増益を考察すべきである。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.3.2.1.1.1.3］三番目の自性を考察する離一多の証因を示すために「ま
た一切の諸法」から「自性がないものとして確定する」 [BPP201-204]までに説かれてい
る。意味は、前に解説したそれに尽きず、他にも有法の内外の一切諸法は自性の存在しないも
のとして確定する。自性の成立する一と自性の成立する多の何れなのか考察するならば、上の
対象から成立した本質は極微たりとも把握されないので、把握されるものではないから。例え
（33）
ぱ鏡の影像のように。それも『入梼伽経』に
例えば鏡からの物は一性と多性が捨てられている。
（36）
言うのと、 『根本智恵論』の供養を述べたところに、
異なる意味でもなく、同一の意味でもない。
（37）
と言うのと、 『中観荘厳論』に、
自派と他派が説く事物が真実において一と多の本質を離れているので、無自性である。
影像のように。
などと説かれている論理である。この証因の主張命題と遍充を論証する在り方などの詳細は
（38）
『荘厳論註明義』と『中観荘厳論』などに説かれているのでそれらから確定すべきである。
そのように諸法の理趣は自性の成立しないというこの意味を理解することが重要であり、それ
も聖教と一般的言葉だけでは不十分で不理解と誤解の極地を排除できる増益を消滅するものが
必要である。それ自身の力量に頼るので、それ故に論理の多くの異門の観点から論証すること
を尊者が「師によることであり、聖教が谷の上部をふさぐ智恵で［誤謬を断じる]」と説かれ
ている屋上を置くべきである。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.3.2.1.1.2］二番目に聖教に依ってから聞が生じる智恵を示したもを、
「空性七十論」から「修習のために明らかに解説した」 [BPP205-212]までに説かれてい
る。それも最初のパーダにより空性を広大な了義の聖教から知るべきことが、後の四パーダに
よりここで聖教と論理により大きく広げずに小さくした理由を説いた在り方が確かであるなら
ば、知恵をもつ者たちが甚深なる意味に確実に正しく導くからである。空性を了義の聖教によ
り論証した『経集』と論理により論証した『空性七十論』のテキストに出ている縁起により無
自性を論証する論理と、 さらにまた論理の究極の異門の観点から甚深なる意味を論証する『根
本中智恵論』などの中から残りの論理の集まりと、ナーガールジュナに従ったものをよくもつ
ものと、ブッダパーリタとアーリヤデーヴァとシャーンティデーヴァとチャンドラキールティ
などの著作集と、 まとめれば仏母までの経典と、それらの意図を注釈する論書から空性の広大
な意味を解説したものを深く考察する門から［誤った］見解の谷をふさぐべきである。ではそ
れらの聖教と論理の広大なものをここで述べないのは何故かと言えば、理由がある。何故なら
ばそれらを述べれば、テキストの言葉が多くなるので勧められた者の主張と矛盾し、受けた者
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も怠惰になってしまう恐れと、最も大きな諸テキストを聞思することで増益を断じることも重
要なので、それ故にここでは広げず、 しかも聖教と論理の宗義だけを僅かに説くことで、無我
を修習するために正しく解説したものである。そのように縁起のこの論理を「論理の王」と賞
讃し、それも「縁起」とは相互関係の部分と部分をもつものや内外の因果などに依存し成立す
るものであり、認識してから成立する対象は何れかの場所にも関係なく最初から沈着なものと
して成立している対象に現れるので、上のその証因の論理の力を損なうもので事物を把握する
のに大きな妨げとなるものを落とし、上の解説自身と因果を考察する論理もこの理由概念の水
（39）
場に至るように現れる。 『心髄摂集』に、
縁起などの何れかの正理を修習することにより事物に執着する大魔を残らずに退けるべ
きである。
と言うのと、 『青本』にも、
常と断などの悪見を排除し、縁起を修習することである。
（抑）
と言うのと、 『無熱所問経』に、
何であれ縁から生じたものは生じない。それには生の自性が存在しないから。縁に依存
するものは空と解説されているので、縁起を知るものは不放逸である。
と言うのと、偉大な尊者自身が、
縁に依存するものは自性を欠いている。
と説かれているものなどにより示される。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.3.2.1.2］二番目に観を修習する在り方は、「それ故にすべての法の」か
ら「それ自身が智恵の修習である」 [BPP213-2161と言うまでにより説かれている。意味
は、一切法は真実ではないものとして設定されているので、穂・界・処にまとめられた一切諸
法自身の自性が存在するならば、それを論理により考察した時に得られるべきものから徹底的
に考察する知を放ち極微さえも把握されないので、 「有法である我と法の上で自性により成立
する我は存在しないものである」と言う論理により考察し、修習するそのことがここに説かれ
る智恵の修習である。ではそのように分別する智者がその智恵自身に執着することをどのよう
に捨てるのかと言うのならば、その答えを示すために、 「智恵によりすべての法の」 [BPP
217-220］という一偶が説かれている。意味は、妙観察智により諸法のすべてのものの自性は
見えないように、その智恵自身も一多を離れた自性により成立するものではなく、対象と対象
をもつものが生じることはないと理解するそのことが無分別であり、無分別知の原因を確実に
（Ⅱ）
修習すべきである。 『三昧王経』に、
もし法を無我と観察し、それぞれを考察してから修習したならば、それは浬梁という結
果を得る原因である。
と説かれているから。
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［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.3.2.1.3］三番目の観を修習する結果に二つ。目的の意味と、そのこと
を論理により論証したものである。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.3.2.1.3.1］最初に示すものに、「分別から生じたこの世界は」から「最
高の浬繋である」 [BPP221-224]というまでが説かれている。意味は、「分別から生じた」と
言うことで原因である集諦の無明を最初から捨てることを説いている。 「世界はその分別の主
体である」と言うことで、 「集［諦］を確実に起こした世界の輪廻が、分別という煩悩の他の
能力に転じる苦の主体をともなっており」と苦を知るべきことが説かれている。 「それ故にす
べての分別を捨てること」とそのように分別の仮設のその輪廻の苦を一切の原因をともなう根
本から捨てるために、無我の智恵を修習することを解説したので道諦に依存すべきことが説か
れている。 「最高の浬藥である」とは、そのように「一切の分別を捨てるその捨という解脱を
望む者たちが明らかにすべき最高の浬梁は無住処浬藥である」と滅［諦］を明らかにすること
が説かれている。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.3.2.1.3.2］二番目のそのことを聖教により論証したものが「そのよう
にまた世尊が」から「次第に無分別を得るであろう」 [BPP225-232]と言うまでにより説か
れている。それも最初の偶により結合のタントラに説かれた聖教による論証の在り方が、第二
（12）
［偶］により陀羅尼に説かれた聖教により論証する在り方が示されている。意味は、束縛す
るこの分別が大無明の輪廻の大海に落とす病のもとなので、その対治である無我の意味が論理
により考察される。確実なものを得る時に考察される究極には分別はない。無分別の三昧を修
（‘13）
習することで彼岸に至るならば、秋の雲がない空のように無分別の衆生の法性を明らかに
し、直接知覚に見られる二を把握する習気をともなうものを制圧する。第二の意味は、 「この
大乗の正法に対する聞思の智恵が先行する仏子は究極を考察する認識根拠により考察の辺際を
把握するものにはない無分別の想の通りに理解したならば、真実を把握する分別の進み難い網
をこえて、次第に無分別知を得るであろう」と説かれている。
［2.3.3.2.3.2.1.1.2.2.3.3.2.2］二番目の結びをまとめたのが「聖教と論理」[BPP233-236]
という一偶により説かれている。意味は、了義の聖教と論理の何れかの言葉により、 「一切諸
法の不生や無自性を確実にしてから道理の意味を特徴の分別なしに一点を修習すべきである」
（44）
と説かれており、 『本生講』に、
聞くことに続いて成立するものを心髄となして、生の要塞から僅かな衆会を救うだろ
う。
と説かれている。
［2.3.3.2.3.2.1.2］二番目に結果の法を解説したものを、
そのように真実性を修習したならば、順序に従って暖などを得てから、歓喜などを得る
であろう。仏の菩提も遠くない。 [BPP237-240]
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と言うことで説かれている。所知は無用である。そのように共通な帰依から把握され、小中の
人の道を知恵で浄化する悲心の根本を堅固にすることで、願と入の二つの発心などにより尽き
る門から止と観の真実を修習することに目的がある。小中大の三つの資糧道を先になして順序
に従って暖などの順決択分を得てから空性を直接知覚で理解する出世間道の第一歓喜地などの
声により第二離垢地から第十地の金剛三昧に至る機会の結果を得るであろう。それから究寛の
完全なる悟りの大菩提と三身と五智をともなう位を遠からず速やかに得てから、先に修習する
発心により導かれる部分をともなう無辺の有情を熟させ救おうとする働きに入ることを中断せ
ずに自然に成立するであろうから。
［2.3.3.2.3.2.2］二番目のマントラに入る在り方の経典のみを説いたものに三つ。金剛乗に入
る門から能力を得る必要性を説いたものと、所依の殊勝の上の二つの灌頂の適切なものと適切
ではないものとの在り方と、上の二つの灌頂を得ずにタントラを聞き解説することが適切か適
切ではないかを考察したものとである。
［2.3.3.2.3.2.2.1］最初に三つ。所依の人とそれを熟する潅頂と灌頂の儀軌を説いたものとで
ある。
［2.3.3.2.3.2.2.1.1］最初のものを示すために「マントラの力から成立した」から「もし密教
を行じようとするならば」 [BPP241-248]までに説かれている。説かれる在り方は、所知で
ある有法の真言の行の所依の人を設定している。マントラを読調する力から成立するであろう
寂滅と増長と能力と威猛法の四つの仕事と所欲が生じるよい瓶と剣と眼薬などの共通な八大成
就に依ってから楽で速やかな道で自分の大菩提の資糧を完全にし、一切の利他を成就しようと
することで所作と行などの四部タントラに説かれる密乗の行を浄化することを領受しようとす
る所依をともなうものであるから。
［2.3.3.2.3.2.2.1.2］第二のそれを熟させる灌頂を解説したものが「その時に軌範師が灌頂」
から「完成した軌範師の灌頂により」 [BPP249-254]までに説かれている。それも上に解説
した密乗の行の所依をもつものが共通な道で知恵でよく浄化することを放ってから四部タント
ラの何れかの論理の秘密の道に入ろうとするその時に、内外の十の真実などの特徴をもつ何れ
かの正しい師自身のところで金剛の軌範師の灌頂の次第をなすべきなので、身と口の奉仕と宝
で飾る区別などの施をして貧者と、特に言葉通りに成立する供養などの適切な一切の器物によ
り喜ばすべきである。そのようにその師自身を喜ばせる三つにより喜ぶようになったその結び
に灌頂のためにマンダラをもつ者にお願いして頼ってから、結行をもつ完全な金剛軌範師の潅
頂により自身が密乗の修習の顕現が適切になる。
［2.3.3.2.3.2.2.1.3］三番目の灌頂の偉大さは、
すべての罪を浄化する主体は、成就を完成させる部分をもっている。 [BPP255-256]
と言うことで説かれている。そのように灌頂に有法である目的がある。それに依ってから弟子
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自身が三門の罪過と障害と習気をもつものすべてを浄化し、小中大の三つの成就を成立させる
部分をもつことになるであろう。
［2.3.3.2.3.2.2.2］二番目の所依の殊勝の上の灌頂をなす是非の在り方を説くために「『初仏
大タントラ』に」から「成就は決して存在しない」 (BPP257-268]までに説かれている。で
はそれらのすべての潅頂により上の二つの潅頂の成就を受けることは適切かと言えば、 「適切
ではない」と対象を排除することを示すことが、所知の有法である。梵行をする優婆塞と出家
の五部の何れかの適切な戒に住する梵行の軌範師と弟子の両者が秘密潅頂と般若知潅頂の在り
方で灌頂を受けたり授けたりするのは適切ではない。そのような在り方は『初仏時輪根本大タ
ントラ』に努力により禁じられているから。ではその禁止自身がどのような縁を見て説かれる
のかと言うならば、梵行の勤苦の律儀に住するそれらの人がもし実際にその灌頂の在り方を把
握して受けるならば、相承した正しい律儀を損ない、悲心をもつ師から説かれた法を捨てるで
あろうから。相承した梵行の勤苦と律儀を損なう禁戒をもつそれらの者に波羅夷自身と波羅夷
に似た過失をもつ過犯が生じることで相続する根本の過犯により汚された彼自身はその不善業
により後の生は三悪趣に確実に落ちるので、そのようなものに最高の成就は決して存在するこ
（15）
とはない。それも尊者自身が、
秘密と智恵の潅頂は梵行という解脱の道を思うことでは授けられず、弟子も受けるべき
ではない。彼は梵行に傾倒しており、仏の説法が沈んでいるので、衆生地獄にその軌範師
と弟子の両者は疑いなく行くであろう。
と説かれている。
［2.3.3.2.3.2.2.3］三番目の上の二つの潅頂を得ていない者がタントラを聞いたり解説したり
する是非の必要性を捨てることが、
すべてのタントラを聞き、解説し、火施と供施などをなす者が軌範師の灌頂を得て、彼
自身には過失はない。 [BPP269-272]
と説かれている。説かれる在り方は、 「もし梵行者がその二つの灌頂を受けるのに適していな
いのならば、マントラ行の部分がないことになる」にと言うならば、過失はない。軌範師によ
る灌頂に追随するものを受け入れて得て、十の真実を理解して、それをもつ人は所作などのす
べてのタントラを弟子が聞くことと、軌範師の解説と、共通な両者による火施と供施などの中
から説法によく住することと灌頂の四つの仕事と八相の成就をなすことに罪過はないから。
“6）
［2.3.4］四番目に、何なる原因によってから著したのかは、
尊者ディーパンカラシュリーによる経典などの法からの解説を見ることで、チャンチュ
ツプ・ウーが請願した後に菩提への道の解説がまとめられた。 [BPP273-276]
と説かれている。そのうち最初のパーダにより作者が、第二による内縁である円満な智恵が、
第三により他縁である大悲者が論書を著す原因を説いており、第四により何なる行為をなすべ
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きかが説かれている。どのように解説されるのかの在り方は、梵行の最高の禁行に住し、別解
脱の破戒の僅かばかりの問いを汚されることなく清浄にすることを中断なく三十年以上もなさ
れた偉大な長老である。八部の究極の頂の宝となった「ディーパンカラシュリー」と言われる
者が経典などの中から説かれたタントラと諭書の概説の諸法から解説されたものを見て、それ
らの意味を確定する智恵と、チベットの天種の比丘チャンチュップ・ウーが「説法を一般のた
めの大乗の乗り物になるテキスト与える必要がある」という請願とに依ってから雪山の中の有
縁の所化を接受するために初学者の地から最高の菩提まで行く大乗の道の次第を解説する論書
をまとめることもなされている。そのように否定論証される広大な戯論が投げ捨てられる。ま
（$7）
とめることがなされた理由がある。例えば、
この寿命は短く知るべき相は多い。寿命がどれだけなのか分からないので、驚鳥が水か
ら乳を受けるように、 自分の望むものを受ければいい。
と説かれているようになされているから。
［2.4］四番目の結びの意味に二つ。誰が著したのかと、どのような翻訳者が翻訳したのかで
ある。
［2.4.1］最初に示したものとして「『菩提道灯論』の五百の頂の宝」から「大悲心により著さ
れた」までにより説かれている。
［2.4.2］二番目は、「インドの賢者」から「解説をお聞きになられた」までにより説かれてい
る。そのように偉大な尊者が著されたこの論書自身は言葉が少なく意味が広大であり、後世の
所化たちにも偉大な薬を見てから学者が示し、三同門などの弟子たちが仕事を広大に広げられ
た。特に偉大な尊主自身がこの論書の詳細な注釈として大中の二つの『道次第論』を著され、
現在まで説かれ有情の目となったこのようなものがある。
（18）
言う 。
吉祥があり十力がある最高の菩提を行く仏子が行じる資細道の次第を明らかに示すよい
解説の灯火の顕現によりすべての方向に遍満するこれは素晴らしい。
“9）
その特別な意図のよい教義を開いた通りに考察する力が羊毛でも 、求める者からこの
（50）
在り方に入る知恵を広げるために百の努力で疲労がついている 。
三時の勝者の御心の精粋は深くて広大な道である。最高な道を仏子の功徳が明らかにす
ることが灯火である。灯火のような解説を造りだす者が自分である。自分の舌も卓越した
部分なので美しい。
（51）
教義の大海の辺際は量り難く、 自分の知恵は対岸を見ることに縛られることで妨げら
れるから、誤った解説と教義を損なうなどの錯乱がある者は賢者たちの御前で戯悔する。
このすべての善の集まりのように好ましい力から意をもつすべての有情がこの深い道で
努力を起こし、菩薩行を集めて彼岸に行き、一切智の地に行きなさい。
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（魂）
というこれは 、変化の年にチャンルン寺に移動した時期に作られた班の僧侶たちに『菩提道
灯論』の解説の教条をまとめ、提示した班の諭師で学者のロプサン・ラップゲーと調師で学者
のロプサン・ドゥンドゥップと諦師のジャムペル・ギャムツォーが一緒になってからそれらの
解説を記録したものはどれも目的と在り方が生じていても、そこで知恵の最初から迅速に述べ
られた言葉を意を放ったままでは明らかにならずに口で気が散ることをして忙しくて気が散る
だけで、次第に身体に変化が生じる最近の水鳥の年(1933年)にこの寺院に移動した際に確実に
するために励む側で前の教説から集めて、少しで理解しやすい在り方としてシャーキャの吉祥
で善妙なる勝者の比丘ロプサン・ トゥップテン・チューキニマが筆記で仕上げられたこれによ
りこの体系がすべての方向と時に流布され広がり、すべての有情もこの浄化の最高の道を離れ
ることがなくなるように。
吉祥を広げる。
勝者が説かれたすべての教説の心髄の核心を浄化する菩提道の次第の明義を明らかにす
る灯火のこの解説は解脱を望む者が認める満足する意の通りの能力がある。
経験を受け入れる八支をもつ靴で、大悲という柄に導くこの沐浴の池ですべて迅速に片
方の肩の衣を落とし、 自分の運命自身を享受しなさい、ああ。
言葉の側面を損なわずに宝石の輪を集めた海の中に入れるテキストの意味は若い草食動
（53）
物を自慢する正しい顕現の威徳をもっている。聖教と論理は、 月光が平房に取り付く内
部の闇を取り除くようなこれまでにはない月である。解説の成就は大海を広げる高波であ
（54）
り、悪くて珍しいものはなにも取らない 。
幸いあれ。
訳注
(1)タイトルと、最初の句は最初にサンスクリットで、続いてチベット語訳で繰り返される。
(2)Tib.:zhibamtsho('tsho?).
(3)bsZbdpa.本テキストは、以下の引用も含め一世注においても引用されている。
(4)一世注では、堅固にする(brtanpar)とある．
(5)Tib.:nyamsthoggcigtu'khyerbdesbarbcanggigdamspa.
(6)rJebdagnyidchenpo'inyamsmgurb
(7)Tib.:gSu"gZms
(8)Tib.:bsred.
(9)テキストは、「二番目」とする。
(10)Be'ubum.本テキストの引用も、一世注と同様である。なお同論については、ツルティム・ケサン
（白館戒雲）が『法談』 （大本山成田山新勝寺法談会）に和訳を掲載中である。
’
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(ll)〃勘(mJmmaAR""ral.lcd:「大悲心と無二智と菩提心が勝者たちの原因である」のことである。こ
れについては小川一乗『空性思想の研究IIj(文栄堂,1988),p.140を参照。
(12)AbhkmaJ夜曲“敵君AZFQMgl.43.これについては､兵頭一夫『般若経釈現観荘厳論の研究』(文栄
堂,2000),pp.122-123を参照。
(13)この引用は一世注にはない。
(14)ハ砲h跡宮""g""画わ〃A裁洩10.8cd.SylvainLdvi,』ぬh幻疫""saな宮mm"",Tbmel,Paris,1907,p.51.
(15)典拠の確認はできていないが、一世注にも以下の二つの引用がなされている。
(16)Tib.LLamm餉嘔J･"a'grEZ
(17)この二つについては、一世注に引用されている。一世拙稿p.66参照。
(18)この二つについても、一世注に引用されている。一世拙稿p,67参照。
(19)ZM昭淳kWgtam.一世注にも引用されるが、典拠の確認はできていない。
(20）一世注でも、この二項目のうちBPP73を前者に、BPP73-74を後者にあてはめている。
(21)"(h""鎚epa60-63.拙稿「アテイーシヤに帰される二つの『心髄摂集』について」（日本宗教学
会第56回学術大会配付資料,1997),p､14.
(22)"m宮助極なSImW20.10cd.RL.Vaidya,Sam亙肋血勿勘s〃"没,Darbhangal961,p.137.23-24.
(23)BJa"gchubsems(*Ja'jtshuﾉ幼zimsk"mambshadhJangchubgzhung"m."eの此c鑓d
W6Msof･蹄ongAhapab"bza"ggmagspa'j(ma4ed.byNgawangGelekDemo,NewDelhi,1975-
1979,Kal-109a.CfMarkTntz,Asanga'sChapteron戯"なs耐妨妨emmmen""of･たo"-Aha-
pa,"e&sib馳妨"4wake"わ＆めe"mpmde勤勉おa"a,Lewiston,1986.
(24)Tib.:rnampardgeba.
(25)mmmjigSamgSa5.10cd-11.CamlMeadowS,Jilyn-ar 'smmPe""mOffheRITbC"ひnsBonn
1986,pp.222-223.
(26)a(fjbaIJ"毎va"m9.55.VidhushekharaBhattacharya,Bo助煙』:液vafamof･Sh"たwia,Calcutta,
1960,p.199.
(27)Wma"A”fm"唯壷s面"召.大正大学綜合佛教研究所梵語仏典研究会『梵蔵漢対照『維摩経』『智光明
荘厳経』』 （大正大学出版会,2004),pp.204-205.
(28)AbhjSamaｿ夜曲"zAEIal.10ab.TheodoreStcherbatskyiA“た臼ma恋な"A毎J君-刀頃ﾒ励如鋺羽"7j喧一
upa(た"-"Sfm,reprb,'Ibkyo,1977,p.3.一世拙稿注(58)も同様である。
(29)1必幽"maA'""m6.80.LouisdelaVall6ePoussin,j他〔池yamaAg"jampaJ･a"mwk励迩
reprL,Tbkyo,1977,p.175.
(30）励鋤jbarJEw'日t釦窃9.1ab.V;Bhattacharya,p.cif,p､185.
(31)一世拙訳注では、′'dPalldangroslammchog"とする。
(32）一世拙訳注は、「事物を説く者」とする。
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n盆地"makgvaZmw6.21cd.L.delaVall6ePoussm,qp.cm,p.99.
Tib.:1ugpa'isemsbskyeddrugpa.
"雄宮”短I洩麺な羽10.709ab.BunyuiNanjio,"eLa血腫vaZams""a,p.353.3.
ME"m"《地"maAak毎』激宮帰敬偶c､三枝充悪『中論偶頌総覧』（第三文明社,1985),p､4-6.
j必幽"makammAnml.Masamichilchigo,M敵地"maA互勉mA麺洩,Kyoto,1985,CXIII.
』･GJE"'顔忽ﾉ《わ"gsal
壁血J栂"厳5pa32-35.拙稿「アテイーシヤに帰される二つの『心髄摂集』について」,p.14.
A"aU""p""亀圏Jmparml℃唾h傘&勉迩.Tib.RNo.823,Pu238a6,Chin.TNo.635,p.497b3-4
釣、象ﾒMTs"Zra9.36ab.RL.Vaidya,qp.Cif,p､50.23-24.
Tib.:gzung(gzungs?).
一世注では「衆生(semscan)」ではなく「心(SemS)」とある。
Tib.:s幻'B"bs.
典拠の確認はできていない。
テキストでは、 「三番目(gsam?)」とするが、[2.3]の項目では、第四番目にあげられている。
鈍り観dU切復va@malO5-108.江島惠教『空と中観』（春秋社,2003),p､366.
これ以後は(41a2-42a4)注釈番の奥書きとなり、著者のものではない。
Tib.:jibzhin'byedpa'irnamdpyodmthubalyang"
Tib.:sprobabskyedphyir'badbrgyasngalbabsten"
Tib.:rgyamche.
ここから次の偶頌の導入部の前までは、小さな文字で彫られている。
Tib.:ridwagslangtsho'isgegpa.
この最後の句は、 15音節で一パーダを形成している。
??????????????????????? ? ??????? ? ??????
(本研究は、平成16年度日本学術振興会科学研究費「基盤研究(C)(2)」による研究成果の一部である）
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